
【構想の概要】

グローバル社会に対Ԡする基൫となる国際的ૉ養や探究スキル等の習ಘ、スーύーグローバル大学やグローバ
ル企業等との連携、国内フィールドワーク、海外成Ռ発表等の体ݧ、จ理༥合を意識した学習の取組等を通し、
課題発見力・主体的解決力を向上させ、グローバル・リーダーに必要な力や資質を育成する。

多面的に考え、多֯的に行ಈする力を持った
グローバル・リーダーの育成
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課題研究を通した課題設定・解決力の涵養（２年ＳＧコース）�

 
 
 
 

社会貢献に向けた実践力と発信力（３年ＳＧコース）�
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社会科学・人文科学
からのアプローチ�

自然科学からの
アプローチ�
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探究ܕ学習を࣠としͨ新ͨなカリキュラム
開発
課題研究において、ʤ課題発見→仮説→調査・実

験による実証→データ分析→考察→新たな課題発
見ʥの学習サイクルにもとづくプログラムを開発し
てきた。その中で生徒は、探究型のスキル、すなわ
ち「課題発見力」「論理的思考力・表現力」「情報収
集力・分析力」「ディスカッション力」を着実に獲
得してきたと見ている。

1 年次には、課題研究に向けての基礎づくりとし
て、プレゼンテーションのスキルや統計学に基づい
た PPDAC による課題解決の手法を身につけるプ
ログラムを展開し、2 年次の課題研究につなげてい
る。SG コースの課題研究においては、グループで
協働の力を養いながら、フィールドワークを通した
実証的な研究を行わせている。最終的には、口頭発
表、ポスター発表、論文といった表現方法をすべて
体験させ、日本語での論理的思考力や表現力を磨く
機会を与えている。3 年次には、これまで進めてき
た研究を再度グローバルな視点でとらえ直した上で、
英語による発表を行う。

1 年から 3 年までを通したデザインにより、系統
立ったカリキュラムとなり、その間に何度もアウト
プットの機会を取り入れることで、「失敗」を次に
つなげ、「成長」へと発展させるものとしている。

課題研究の過程で、様々な体験が生徒の自己肯定
感を高めてきたことは、年 2 回実施しているアン
ケートからうかがうことができるが、中でもフィー
ルドワークの環境を整え推したことにより、「主
体的行動力」の項目が飛躍的に向上したことは特ච

に値する（グラフ）。このことは、ややもすると社
会と切り離された中で完結していた従来の学校教育
のあり方に対して、社会とのつながりを踏まえた

「社会に開かれた教育課程」の必要性をཪづけるも
のといえよう。

จ理༥߹プログラムの開発

本校ではグローバルリーダーの育成の理念として、
文理の枠を超えて、複数の学問分野を၆ᛌ・統合し、
問題解決をはかる力を涵養することを掲げた。

そのためにも、ＳＧコースは文型・理型が混在す
るクラスとした上で、課題研究においても必ず文
型・理型の生徒が協働で研究を進めるようにしてい
る。社会問題の解決を本校の課題研究のテーマとし
ているが、そこに実験や統計等の理系的手法を用い
るように促し、多面的に考え多角的に行動すること
を追求させている。

また、1 年次においては、学校設定科目「ＳＧ思
考基礎」で、公民・理科のティームティーチングに
より、教科横断的な探究活動を実施している。テー
マも、環境・エネルギー問題、ＳＤＧ͂と科学技術
といった、文理両方の知見が求められるものを扱っ
ており、「文理༥合」のプログラムとして普通科全
生徒に両分野を၆ᛌする力の重要性を学ばせている。

教員の組織的取組と変化

新しいカリキュラム開発にあたり、ＳＧＨプロ
ジェクトチームを編成、この中でプログラムの具体
化や検証など様々なことについて議論、提案を行っ
てきた。また、全学年で取り組む課題研究での担
任・副担任の協働、公民科と理科の教員でも教材や
プログラム作成を進めた「ＳＧ思考基礎」など、専
門性を有した高校教員が、その教科・科目のนを取
りって、育成すべき生徒の力について議論しなが
らベクトル合わせをする機会が生まれたことは、こ
の研究開発の大きな成果といえよう。
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⾲Ⓨࡿࡼⱥㄒࠊ࡛ୖࡓࡋ┤࠼ࡽどⅬ࡛࡞ࣝࣂ࣮

 ࠋ࠺⾜ࢆ

㸯ᖺࡽ㸱ᖺࢆ࡛ࡲ㏻ࠊࡾࡼࣥࢨࢹࡓࡋ⣔⤫

ࢺ࢘ࡶఱᗘ㛫ࡢࡑࠊࡾ࡞࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡓࡗ❧

ࡘḟࢆኻᩋࠖࠕࠊ࡛ࡇࡿࢀධࡾྲྀࢆᶵࡢࢺࢵࣉ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋࡢࡶࡿࡏࡉⓎᒎᡂ㛗ࠖࠕࠊࡆ࡞

ㄢ㢟◊✲ࡢ㐣⛬࡛ࠊᵝ࡞ࠎయ㦂ࡀ⏕ᚐࡢ⮬ᕫ⫯ᐃ

ឤࢆ㧗ࠊࡣࡇࡓࡁ࡚ࡵᖺ㸰ᅇᐇࢣࣥࡿ࠸࡚ࡋ

࣮ࣝࣇࡶ୰࡛ࠊࡀࡿࡁ࡛ࡀࡇ࠺ࡀ࠺ࡽࢺ࣮

 యⓗࠕࠊࡾࡼࡇࡓࡋ᥎ዡ࠼ᩚࢆቃ⎔ࡢࢡ࣮࣡ࢻ

 

⾜ືຊࠖࡢ㡯┠ࡀ㣕㌍ⓗ್➹≉ࡣࡇࡓࡋୖྥ

ษ♫ࡿࡍࡶࡸࡸࠊࡣࡇࡢࡇࠋ㸧ࣇࣛࢢ㸦ࡿࡍ

ࡾ࠶ࡢ⫱Ꮫᰯᩍࡢᚑ᮶ࡓ࠸࡚ࡋ⤖୰࡛ࡓࢀࡉ㞳ࡾ

᪉ᑐࠊ࡚ࡋ♫ࢆࡾࡀ࡞ࡘࡢ㋃ࠕࡓ࠼ࡲ♫㛤

ࡼ࠼࠸ࡢࡶࡿࡅ࡙ࢆᚲせᛶࡢࠖ⛬ᩍ⫱ㄢࡓࢀ

 ࠋ࠺

 ધ৶়崿嵕崘嵑嵈峘৫ٹ

ᮏᰯ࡛ࡢ࣮ࢲ࣮ࣜࣝࣂ࣮ࣟࢢࡣ⫱ᡂࡢ⌮ᛕࠊ࡚ࡋ

࣭▔ಠࢆᏛၥศ㔝ࡢᩘ「ࠊ࡚࠼㉸ࢆᯟࡢ⌮ᩥ ࠊࡋྜ⤫

ၥ㢟ゎỴࡿࡣࢆຊࢆᾰ㣴ࢆࡇࡿࡍᥖࠋࡓࡆ 

ᆺ࣭ᩥࡣࢫ࣮ࢥ㹑㹅ࠊࡶࡵࡓࡢࡑ ⌮ᆺࡀΰᅾࡿࡍ

ᆺ࣭ᩥࡎᚲࡶ࡚࠸࠾✲◊ㄢ㢟ࠊ࡛ୖࡓࡋࢫࣛࢡ ⌮

ᆺࡢ⏕ᚐࡀ༠ാ࡛◊✲ࢆ㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡋ࠺ࡼࡿࡵ♫

ၥ㢟ࡢゎỴࢆᮏᰯࡢㄢ㢟◊✲ࡿ࠸࡚ࡋ࣐࣮ࢸࡢ

࠺ࡼࡿ࠸⏝ࢆ⣔ⓗᡭἲ⌮ࡢ➼ィ⤫ࡸᐇ㦂ࡇࡑࠊࡀ

㏣ồࢆࡇࡿࡍື⾜ከゅⓗ࠼⪄ከ㠃ⓗࠊࡋಁ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡏࡉ

⪄㹑㹅ᛮࠕ┠⛉Ꮫᰯタᐃࠊࡣ࡚࠸࠾㸯ᖺḟࠊࡓࡲ

ᇶ♏࡛ࠖ බẸ࣭ࠊ ࠊࡾࡼࢢࣥࢳ࣮ࢸ࣒࣮ࢸࡢ⛉⌮

ᩍ⛉ᶓ᩿ⓗ࡞᥈✲άືࢆᐇࠊࡶ࣐࣮ࢸࠋࡿ࠸࡚ࡋ⎔

ቃ࣭ ࠊࡓࡗ࠸⾡Ꮫᢏ⛉㹑㹂㹅㹱ࠊၥ㢟࣮ࢠࣝࢿ࢚

ᩥ⌮୧᪉ࡢ▱ぢࡀồᩥࠕࠊࡾ࠾࡚ࡗᢅࢆࡢࡶࡿࢀࡽࡵ

୧ศ㔝ᬑ㏻⛉⏕ᚐ࡚ࡋ࣒ࣛࢢࣟࣉࡢࠖྜ⼥⌮

 ࠋࡿ࠸࡚ࡏࡤᏛࢆ㔜せᛶࡢຊࡿࡍ▔ಠࢆ

 ৲ઇ৩峘ੌ௶ੌ峒ٹ

᪂࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝࠸ࡋ㛤Ⓨࠊࡾࡓ࠶㹑㹅㹆ࢪࣟࣉ

ලయࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ୰࡛ࡢࡇࠊᡂ⦆ࢆ࣒࣮ࢳࢺࢡ࢙

࡚ࡗ⾜ࢆᥦࠊ㆟ㄽ࡚࠸ࡘࡇ࡞ࠎᵝ࡞ド᳨ࡸ

࣭௵ᢸࡢ࡛✲◊ㄢ㢟ࡴ⤌ࡾᏛᖺ࡛ྲྀࠊࡓࡲࠋࡓࡁ 

ᢸ௵ࡢ༠ാࠊබẸ⛉ࡢ⛉⌮ᩍဨ࡛ࡶᩍᮦࢢࣟࣉࡸ

♏㹑㹅ᛮ⪃ᇶࠕࡓࡵ㐍ࢆసᡂ࣒ࣛ ᭷ࢆᑓ㛛ᛶࠊ࡞ࠖ

࣭⛉ᩍࡢࡑࠊࡀ㧗ᰯᩍဨࡓࡋ ࠊ࡚ࡗᡶࡾྲྀࢆቨࡢ┠⛉

⫱ᡂࡁࡍ⏕ᚐࡢຊ࡚࠸ࡘ㆟ㄽࣝࢺࢡ࣋ࡽࡀ࡞ࡋ

⏕ࡀᶵࡿࡍࢆࡏࢃྜ

◊ࡢࡇࠊࡣࡇࡓࢀࡲ

✲㛤Ⓨࡢ࡞ࡁᡂᯝ

 ࠋ࠺ࡼ࠼࠸

64.2% 60.4%62.7%

7月 12月 7月 12月 7月 12月

2015年 2016年 2017年

外部機関に連絡交渉

（3年間の推移：全学年）

とてもできる できる

54.0% 
33.1% 34.8% 

指定１年目 指定３年目 指定２年目 
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